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2 一般には発生項目、発生高等の訳語が用いられるが、本報告書では敢えて accruals とい
う表記を用いている。accruals とは、 accrualsCFNI  と定式化され、NI（純利益）と
CF （キャッシュフロー）の差額と定義されている。より具体的には、減価償却をはじめと
5本論文は 8 章から構成されている。第 1 章では本論文の概要が示されるとともに、モニ
タリング体制の評価に利益の質を用いることの妥当性と、本論文の独創性に関する説明が




る。第 3 章から第 7 章においては、本論文における実証分析の結果が示されている。Figure
1-1 に示されているように、本論文における分析対象は 2 つの側面に大別できる。Figure 1-1
では、左側に本論文の問題意識と分析対象が示され、右側にそれに対応する章と分析内容
が示されている。
Figure 1-1: Overview of the Thesis
1. Understanding the economic
significance, and the agency issue in
terms of information asymmetry and
earnings quality
2. Investigating the effectiveness of




Chapter 3: Earnings Quality, Degree of
Information Asymmetry, Liquidity and
Stock Returns
Chapter 4: External Auditors and
Earnings Quality
Chapter 5: Outside Directors and
Earnings Quality
Chapter 6: Audit Committees and
Earnings Quality
Chapter 7: Internal Monitoring













査人が利益の質に与える影響が評価されている。そして第 5 章から第 7 章では、内部モニ
タリング制度が利益の質に与える影響が評価されている。このうち第 7 章では、モニタリ




えるための代替的な代理変数が検討されている。ここでは、Dechow, Ge and Schrand [2010]
から転載された次の Exhibit 2-1 が示されたうえで、利益の質に関する各代理変数と分析対
象との関係が整理されている。
Exhibit 2-1: Earnings Quality 代理変数
Source: based on Exhibit 1 in p. 351-352 of Dechow et al., 2010
Exhibit 2-1 に示されている代理変数のうち、本論文では利益の質の代理変数として主に異
































うに第 2 章は、モニタリングメカニズムが利益の質、とりわけ異常 accruals に与える影響の
経路を示すことを通じて、本論文の分析に関する概念的な基礎を提供している章と位置付
けることができる。
Figure 2-2: The Relation between Monitoring Mechanisms and Earnings Quality
さらに第 2 章においては、利益の質に関する各代理変数の妥当性および信頼性が注意深






















































第 4 章においては、ビッグ 4 の日本法人によって監査されている上場企業は、その他の
法人によって監査されている上場企業より利益の質が顕著に高いかという問題が検討対象




































第 6 章における分析は 2 つに大別できる。まず Part A では監査委員会の存否と利益の質




いた Part A では、監査委員会の存否によって利益の質は変化しないという帰無仮説は棄却
されなかった。また頑健性テストにおいても、同様の結果が導かれた。これは、監査委員
会の存否と利益の質の間には統計的に有意な関係はないということを意味している。この
発見事項は、Bebenrotha and Donghaob (2007) 等による「日本では委員会設置会社の業
10
績が他の会社より顕著に良い」という発見事項と矛盾する内容になっているが、逆に「監








されたものであるとされている。修正ジョーンズモデル (Dechow, Sloan & Sweeney, 1995)
を用いた分析結果は、この仮説を強く支持していたが、フランシス(Francis et al., 2005)に





































最終章である第 8 章においては、本論文の要約と、残された課題が示されている。第 8
章に示されている本論文の要約は概ね上述の内容と共通しているため、ここでは重複を避
け、第 8 章において示されている本論文の限界と将来的な課題のみを示しておく。
第 1 に、本論文では利益の質の代理変数として主に異常 accruals が用いられている。こ
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